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　今回は、「学生支援機構」「野田キャンパス」担当
の副学長の北村春幸から主に2つの仕事の紹介をし
ます。
① 学生支援機構
「学生支援機構」は、課外活動などを通して学生の
人間形成および修学効果の向上、厚生補導並びにキ
ャリア形成支援を通して、社会的および職業的自立
に必要な能力を身に付けた学生を育成することを目的
としています。この目的を実行するために、課外活動
や障害者支援、厚生補導などを担当する「学生支援セ
ンター」と、進路支援を行う「キャリア支援センター」
の2つのセンターを設けています。
　支援を必要とする学生に対してきめ細かいサポート
を行うため、学生カルテシステムを導入し、野田キャ
ンパスで試行しています。来年度からは全学展開しま

す。課外活動の活性化と参加者の増加、キャリア教
育や就職活動への支援、心身の機能の障害がある学
生に対するきめ細かい適切な支援、外国人留学生へ
の学生生活支援など、学生の皆さんが充実した学生
生活を送ることができるように、さまざまな支援をし
ています。そのための支援体制を整備していきます。
② 野田キャンパス
　野田キャンパスは、2017年に開設50周年を迎え、
今後の50年間に向けた学科の中長期計画を策定しま
した。
　私の担当する理工学部・理工学研究科では、今年、
大学院教育の中で専攻と研究室の垣根を取り除いて
横串を通す横断型コース制や、国研や企業などとの
共同研究の拠点となる新7号館NODA教育研究セン
ター（仮称）がスタートします。来年には、複数の学
科の実験棟を統合した新実験棟が完成し、新しい施
設で学生実験が行われる予定です。
　野田キャンパスでは、「RESONANCE（共に響き合
う理工学部へ）」をキャッチフレーズに、広大で緑豊

かな環境で「世界のNODAへ」を目標に、教育研究を
推進していきます。
　最後に私の研究について述べます。大学院修了後、
大手設計事務所に就職し、25年間構造設計の仕事
に従事しました。聖路加国際病院のブリッジでつない
だ2棟の超高層建物や上海の中国銀行本店ビルなど
の超高層建物を中心に、免震･制振建物を設計してき
ました。2001年から理工学部建築学科の教授として、
免震構造、制振構造、長周期地震動対応策、性能
設計など、設計経験を生かした研究をテーマに、教
育研究を行ってきました。理科大の研究を通した教育
は「学生に寄り添いながら一緒に研究する」ことであ
り、教育を第一とした「教育研究」を行うことにありま
す。学生支援においても、「多様な学生に寄り添った
学生支援」をキャッチフレーズに支援を行います。

副学長  北村 春幸

学生の皆さんに学長室の取り組みをご紹介する「学長室だより」。
今回は、北村春幸副学長が担当する、
学生支援機構と野田キャンパスの
2つの仕事内容についてご紹介いただきます。

「学生支援機構」「野田キャンパス」
担当副学長の仕事とは？

学際領域としての薬学を極め、
世界で活躍する人材の育成を目指して

21世紀の「ものづくり」を担う
技術者・研究者・設計者の養成を目指して
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自由のすすめ

　「自由」という言葉で何を想像されますか？
　文学の世界では、「数学」とはその構造が論
理で固められ一分の隙もなく抗いようのない堅
固たるものの代名詞としてしばしば使われます
が、 実は学問としての数学は意外にも極めて自
由です。19世紀末に現代数学の基礎を築いた
一人であるG.カントールは「数学の本質はその
自由にあり」と述べ、学問の性格を的確に表
現しました。学修者、研究者にとって大切な言
葉だと思います。
　また、科学が大きく発展した同じ時代を生き
たH.ポアンカレは、科学にとっての自由とは動

物にとっての空気と同じであり、この自由が少
しでも奪われると酸欠となった鳥のように窒息
して死んでしまうと述べ、自由に対する中途半
端な制限があってはならないと主張しました。
　数学や科学に限らず、人が生きていくという
ことは何かを創り上げていくことであり、さまざ
まな自由が必要不可欠です。その意味で、人は
誰しも日頃から息苦しくならないよう常に新鮮
な空気を吸い、十分な自由を確保していく必要
があるのではないでしょうか。混沌とした時代、
酸欠にならないように気を付けたいものです。

（理工学部 数学科 教授 伊藤 浩行）

　1977年に理工学部情報科学科助手として着任し、2001年
に教授となり、教務幹事、学科主任、学科幹事等を歴任しました。
専門は微分トポロジーの分野における力学系理論とその応用で、
研究を精力的に行い、この分野の研究発展に多大な貢献をさ
れました。また、高校数学教科書の著者を務められたほか、日
本における数学オリンピック活動に従事されました。

2018年11月8日付で東京理科大学は、
長年にわたり本学の教育・研究の発展に
ご尽力され、多くの功績を挙げられた先
生に名誉教授の称号を授与しました。

東京理科大学
名誉教授称号授与

戸川 美郎（とがわ よしお）先生

（2018年10月1日付就任）
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火星への有人飛行や民間人の月旅行が実現間近といわれる中、人類が宇宙で暮らすことも夢ではなくなろうとしています。
しかし、宇宙での長期滞在を実現するには、エネルギーや食糧など非常に多くの課題を解決しなければいけません。
東京理科大学「スペース・コロニー研究センター」では、そんな未来を見据えてさまざまな分野の研究開発に取り組んでいます。

宙ステーションのような地球近くから、月へ、さらに遠くの火星まで－。今、人類の
フロンティアである宇宙に向けた研究開発は次のステップに進みつつあります。その

ために重要なのが、宇宙で暮らすための技術です。東京理科大学では2017年に、「宇宙滞
在技術の高度化と社会実装の促進」を目的にスペース・コロニー研究センターを設立しまし
た。極限的な閉鎖環境である宇宙で長期間にわたって暮らすためには、「エネルギーの供給」

「水や空気の再利用」「食糧の自給自足」など多くの課題をクリアする必要があるため、宇宙
滞在のための研究や技術開発を進めています。宇宙開発を推進力としながら、地球上での
課題解決にも役立ち、人類の豊かな未来を創造する研究拠点となることを目指していきます。

スペース・コロニー研究センター  センター長 向井 千秋

文部科学省 平成29年度私立大学研究ブランディング事業採択

　人間の生命にとって不可欠な水や空気は、地球上に
はたくさん存在していますが、遠く離れた宇宙まで運ぶ
ことができないため、スペースコロニー内で水や空気を
循環させる必要があります。センターでは、コロニー内
の臭い成分を分解して、空気浄化を行う研究が進められ
ています。
　また、人体や装置などから排出された不要な排気ガス
を光触媒などの機能性材料を用いて分離・変換するこ
とで殺菌剤を生成。その殺菌剤を用いて、コロニー内
に多数存在して病気や機器故障の原因となる微生物を
不活化する実験を行っています。
　宇宙空間に人間が長期滞在するとなれば、たくさんの
ゴミも排出されます。まずは水や空気の循環から研究を
進めつつ、閉鎖空間内で出されたゴミを有効利用するた
めの研究にも取り組んでいきます。
　目指しているのは、宇宙空間における究極のリサイク
ルシステムの実現です。コロニー内の植物工場で育てた
野菜を食べて、調理の際に出た生ゴミや排泄物は衣類
などの資源として活用。また、生ゴミや排泄物の微生物
が分解した成分から薬や肥料を作り、その肥料で野菜
を育てる。そのようにしてコロニー内で完全に循環した
リサイクルシステムができあがります。

（理工学部 応用生物科学科  准教授 中田 一弥）

　宇宙という特殊な環境に長期間滞在すれば、
人間の体にはさまざまな変化が表れます。その
ような中で健康状態を維持するため、メンタル面
を含む体の状態をモニタリングするセンシング技
術、健康状態を診断する技術の開発が進められ
ています。これにより、宇宙空間での日々の健康
状態を無意識のうちに管理することが可能にな
ります。
　体液中のバイオマーカーやイオン濃度値（バイ
タルサイン）のモニタリングにより、宇宙滞在者
のコンディションをチェック。具体的には、汗に
含まれるイオン濃度、乳酸やグルコース濃度を非
侵襲でモニタリングできるウェアラブルデバイス
を開発します。
　また、メンタル面のモニタリングでは、尿や唾
液中のストレスマーカーをストレスなく計測する

　地球から遠く離れた宇宙には電気を送ること
ができないので、宇宙で自立してエネルギーを
作る技術が必要になります。しかも、地球とは
異なる厳しい環境に耐えうるものでなければい
けません。なぜなら、宇宙では太陽が当たる面
は100℃前後、太陽が当たらない面はマイナス
100℃前後と、200℃もの寒暖差があり、強い
放射線にもさらされるからです。
　主に取り組んでいるのは、現在の宇宙ステー
ションで使われている太陽電池より100～1000
倍も長持ちする高効率太陽電池の開発です。ま
た、オゾン層や空気がない宇宙空間は紫外線が
大変強いので、紫外線のみを使う透明太陽電池
も研究開発しています。
　発電システムが高効率なだけでは十分ではあ
りません。打ち上げ時にロケットに搭載できる大

　宇宙空間で快適に生活を送るためには、地球
上と同様にインターネットに接続して、さまざま
な情報を活用できるようにする必要があります。
そこで、地球から離れた月や火星でも、インター
ネットを快適に利用できるようにするための技術
を研究しています。
　電波は光の速度で伝わりますが、月や火星な
ど地球から遠く離れた場所との間の通信では、
大きな遅延が生じます。現在私たちが使っている
ネットワークプロトコルTCP/IPは、そのような遅
延を想定していないので、そのまま宇宙との通信
で使うと通信速度は大きく劣化してしまいます。
　そこで、宇宙でのインターネットを、可能な限
り高速高品質な通信にするために、これまで研
究してきた無線通信システムの最適化手法を応
用し、研究を進めています。無線通信ネットワー

ためのデバイスも開発する必要があります。
　さらに、尿や汗、植物培養液に含まれる成分
を使って発電する高出力なバイオ燃料電池も開
発。健康状態をチェックしつつ、そのためのセン
サーの電源を体液から確保できるという自己駆
動型バイオセンサが実現すれば、スポーツ中の人
や、子どもから高齢者まで、誰もが、いつでも、ど
こでも、どんな状況でも、健康状態や生体情報
を管理することができるようになります。
　汗や尿などの排泄物から作り出した電気は、宇
宙空間での貴重なエネルギーとして活用すること
もできます。
　今後は、これらのデバイスが、宇宙空間での病気
を未然に防ぐ予防医学のツールになることが期待さ
れます。

（理工学部 先端化学科  講師 四反田 功）

きさ・重さであることも重要なので、太陽電池を
軽量化し、折りたたんだり丸めたりできるような
工夫を加えます。また、簡単に機器の修理がで
きない宇宙空間で万が一故障しても、自分で修
復する太陽電池を作ろうとしています。
　将来的に目指しているのは、とにかく薄くて軽
い太陽電池を作ること。現状の太陽電池はかな
り軽量化できたとしても、重くて硬い板の上にパ
ネルを貼り付けています。ラップフィルムのよう
に薄くて軽いプラスチックの上に曲げられる太陽
電池を作り、宇宙空間でレジャーシートのように
広げて使うことをイメージしています。シート状な
ので宇宙服に直接貼り付けたり、地上でも自動
車やスマートフォンに付けて使うことも可能にな
ります。

（理工学部 電気電子情報工学科  教授 杉山 睦）

クを可能な限り高速化するために、機械学習な
どのAI技術を応用してきました。無線通信ネット
ワークではさまざまなプロトコルや通信方式が用
いられており、それらを最適な状態に調整するこ
とにより、可能な限りの最大パフォーマンスが得
られるようになります。量子ニューラルネットワー
クに関する共同プロジェクトでは、高速最適化技
術を無線通信の高速化に応用する研究を行なっ
ています。脳の神経ネットワークに関する共同プ
ロジェクトでは、脳に学ぶ新しいプロトコルの研
究を進めています。そのほかにも、さまざまな新
しいアルゴリズムを無線通信ネットワークの性能
最適化に応用しています。
　宇宙インターネットに対しても、これまで研究
してきた無線通信の最適化技術を応用、発展さ
せ、快適な通信環境の実現を目指して研究を進
めていきます。

（工学部 電気工学科  教授 長谷川 幹雄）

　月や火星のような地球から遠く離れた地で長期間暮らす
となれば自給自足が必須であることから、限られたスペー
スで栽培できる水耕栽培によるスペースアグリ技術の研
究が進められています。
　その一つが、水耕栽培に不可欠な液体肥料の研究です。
自然界では、雷が空気中の窒素を解離することで植物の
栄養源である窒素化合物を生成。それが雨となって降り
注ぐことで植物に栄養を行きわたらせています。その自然
のシステムを模倣して、水中プラズマ技術で発生させた人
工雷により空気と水というありふれた原料から液体肥料を
作ります。
　この液体肥料には防藻効果があり、宇宙のような閉鎖
空間で利用するのに適しています。コロニー内にグリーン
があることによる癒し効果も期待されています。
　さらに、この液体肥料は必要なときに必要な量だけ作
り出すことが可能で、AIと組み合わせれば近未来型植物
育成システムを構築できます。近年、地球上の食糧問題を
解決するための方法としても環境を自動制御した植物工場
の需要が増しているので、高齢化が進む現在の農業に新た
な息吹を吹き込むことにもなるでしょう。
　これらの研究は学術的にも未知の領域で、ここから数々
の研究シーズが生まれてくる可能性を秘めています。防藻
効果がありながらどうして植物は育つのかといった二律背
反する現象が明らかになれば、より効率的なシステムへと
つながるはずです。

（研究推進機構 総合研究院  教授 寺島 千晶）

宇
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国家公務員採用総合職試験
合格報告会を実施

TUSフォーラム2018を開催
～世界をリードする研究拠点へ～

　11月14日（水）に、2018年度「国家公務員採用総合職試験合格報告会」が野
田キャンパスのカナル会館で行われました。会には、松本洋一郎学長、北村春幸
学生支援担当副学長、衣笠秀行公務員対策委員会委員長をはじめとした教職員と、
合格学生、次年度以降に当該試験を受験予定の在学生が出席しました。
　式典では、松本学長から参加学生22人（合格者43人）に表彰状および奨学金
目録が授与され、本学での学びをぜひ今後に生かしてほしいとの激励の言葉があり
ました。
　また、合格学生によるパネルディスカッションでは、合格学生より水野健太さん（理
二・化学）、小見山慧子さん（工研・建築）、稲葉亮さん（理工研・電工）がパネリス
トとして登壇し、公務員を目指したきっかけや官庁訪問の体験談、将来の展望につ
いて語ったほか、学内対策支援講座の活用法や情報収集の仕方、研究活動との両
立についてなど、これから受験する学生へ向けてアドバイスを送りました。
　本学では学年を問わず公務員志望者を支援しており、公務員試験に向け各種対
策支援行事を実施しています。今年度の試験には本学から43人（昨年42人）が合
格し、大学別の合格者数順位では11位（私立大学中4位）と、全国屈指の実績を
上げています。各キャン
パスの就職課・学生支
援課では、各種資料を
豊富に揃え、随時相談
に応じています。今後、
進路の選択肢として公務
員を考える学生は積極的
に活用してください。

いつも「東京理科大学報 TUS Journal」をご愛
読いただきありがとうございます。今後もより
良い紙面をお届けしていくために、アンケート
へのご協力をお願いいたします。ご回答いただ
いた方には、抽選で50名様に本学オリジナル

「TOKYO UNIVERSITY OF SCIENCE 2019 
Calendar」をプレゼントいたします。ぜひご応
募ください。なお、当選者の
発表は発送をもって代えさせ
ていただきます。

応募締め切り：2019年2月28日（木）

　10月29日（月）にホテルメトロポリタンエドモント（東京都千代田区）で、「TUSフ
ォーラム2018」が開催され、企業関係者を中心に約220人の方々が参加しました。
　東京理科大学は2031年に150周年を迎えるにあたり、TUS VISION 150を掲
げ、研究分野では「基礎研究から応用研究まで幅広い分野に亘って世界をリードす
る研究拠点」となることを目指しています。今回のフォーラムは東京理科大学の研
究力と新たな展開について学外へ発信することを目的として開催されました。
　フォーラム前半では、松本洋一郎学長のあいさつの後、2031年の150周年に向
けての研究戦略と、文部科学省私立大学研究ブランディング事業に採択されたウォ
ーターフロンティアSci.&Tech.研究センターとスペース・コロニー研究センターの
最新研究が紹介されました。
　後半には本山和夫理事長のあいさつの後に招待講演・特別公演が行われ、石原
安野准教授（千葉大学グローバルプロミネント研究基幹）、新井史人教授（名古屋大
学未来社会創造機構）から研究成果をお話しいただくとともに、国の科学技術基本
計画を推進するための幅広い事業を実施している国立研究開発法人科学技術振興
機構（JST）の渡辺美代子副理事から、わが国の科学技術発展のための多様性の重
要性についてのご講演がありました。
　今回最新研究が紹介されたスペース・コロニー研究センターについては、本紙で
特集を行っています。センターで行われている研究から生み出される「未来の技術」
についてご紹介していますのでぜひご覧ください。

ディープラーニングを使い、
社会の多様な問題に応用できる
「異常検出」の手法を開発

理大祭

本学のさまざまな先端研究を紹介する「Labo Scope」。
今回は、人工知能の学習手法であるディープラーニングを使った

「異常検出」の研究に取り組む安藤准教授をご紹介します。

Labo
Scope

安藤 晋 准教授

1999年、東京大学工学部電子情報
工学科卒業。2004年、東京大学大
学院工学系研究科電子工学専攻博士
課程修了。横浜国立大学工学研究員
助手（特別研究教員）、群馬大学大学
院工学研究科助教、東京理科大学経
営学部講師を経て、2017年より現職。

経営学部ビジネスエコノミクス学科

（あんどう・しん）

や社会のいろいろな場面で利用が進む人工
知能。ビッグデータ解析による需要予測

やマーケティングなど、経営分野への応用も期待
されています。経営学部ビジネスエコノミクス学
科の安藤晋准教授が取り組んでいるのは、人工知
能の学習手法であるディープラーニングを使って、
数は少なくても重要な知識につながるような例の
特徴を取り出す「異常検出」の手法の開発です。
　コンピューターに大量の情報を与え、問題解決
に利用できる知識やモデルを学習させる手法を

「機械学習」といいます。機械学習の手法の一つが、
人間の脳をモデルにしたニューラルネットワーク
を使い、人間の認識過程と同じように学習してい

今 くディープラーニングです。
「ディープラーニングで数が少ない例の特徴を抽
出して分類やクラスタリングしようとすると、性能
が悪化してしまうため、それを改善する手法の研究
に取り組んでいます。この研究は、人工知能に関す
る研究の中でも基礎にあたる部分で、開発した手法
はさまざまな分野の問題に応用できます」
　数が少ないデータで学習する方法の一つに、転
移学習があります。転移学習は、多くのデータが
手に入る領域で学習したモデルを、データが少な
い領域での学習に転用する手法です。安藤研究室
では、売上データや顧客の行動分析に転移学習を
利用しています。「学生の卒業研究では、美容室で

クーポンを使用した顧客を、その後の来店
回数によって2グループに分け、その違い
を転移学習で分析する、といった使い方を
しています。経営データの分析に応用でき
る機械学習の手法はたくさんあり、これか
らさらに取り組みたい課題です」
　日進月歩のディープラーニングの世界で
は今、コンピューターが新たなデータを生
成することが可能になりつつあります。

　11月24日（土）・25日（日）の両日、理大祭が神楽坂・野田・葛飾の各キャンパスで開
催されました。当日は各団体による出店やお笑いライブ、進学相談会、さまざまな科学体
験ができる「サイエンス夢工房」などが行われました。各キャンパスとも中高生や地域の
方、保護者の方など多数の来場があり、大いににぎわいました。神楽坂キャンパスで行わ
れた、理大祭の目玉イベントであるミス理科大・ミスター理科大コンテストでは、ミス理科
大に脇田璃奈さん（経営学部・経営学科・2年）が、ミスター理科大に高橋晟さん（経営学
部・経営学科・3年）が選ばれました。

「これまでは、膨大な部屋の画像を読み込ませて、
寝室やリビングといったクラスに分類することま
ではできていました。最先端の研究では、読み込
んだ画像の特徴から全く新しい部屋の画像を作る
ことができるようになっています。これを応用し、

『危険な異常を見つけ、その例から安全な例を作る』
『潜在的な異常を見つけ、より危険になった場合の
例を作る』というように、異常検出についても完
全に新しい例を作ることができると考えています」
　安藤准教授が、研究成果を応用したいと考えて
いる対象の一つが“見守りロボット”です。部屋
の中で動くロボットの異常行動を検出し、障害物
を回避しながら動けるようにしたり、人が転倒す
る時の頭や体の動きを検出し、転倒しやすい場所
や時間を特定したり、開発した異常検出の手法を
さまざまな問題の解決に応用できると考えていま
す。「人工知能の研究では面白い手法が次々と開発
され、その手法を実用化しようとする動きも続い
ています。物理的な障害は多いのですが、将来的
には開発した手法が一つのシステムとして実用化
され、目に見える形で人の役に立つものになって
ほしいです」
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自分を信じて、何事にも飛び込んでみてください。
きっと思ってもみなかった成果につながります！

人をリフレッシュ状態に導く新たなデバイスを開発

桐迫瑛人さん（日本たばこ産業株式会社 
 たばこ中央研究所 研究員）

ただけでは使い方が分からない、コロ
ンとした不思議な形の木工品。握って

みると手にしっくりなじむこの道具は、使用者を
リフレッシュ状態に導いてくれる新たなアイテム

「kitoki」だ。日本たばこ産業など4 社が企画・
開発し、昨年秋に完成した。その開発プロジェ
クトの中心メンバーとして奮闘したのが、本学卒
業生の桐迫瑛人さんだ。
　kitokiは、吸い口をくわえて深呼吸することで
リフレッシュできるアイテム。人は緊張すると手
のひらに汗をかき、リラックスすると汗が収まる。
この体の反応を利用し、本体のセンサーで計測
した発汗量が一定量まで低下すると、バイブレ
ーションで使用者に知らせる仕組みだ。たばこ中
央研究所の嗜好品研究から生まれた「たばこを
吸う時の深い呼吸や火を消す所作にリフレッシ
ュ効果があるのではないか」というアイデアをヒ
ントに誕生した。
　桐迫さんの学生時代の専門は有機化学。入社
以来、たばこの品質分析など専門性を生かした
業務に就いていたが、2年前、若手中心のkitoki

開発のプロジェクトに抜擢された。プロジェクト
では、何を作るか、アイデアをどう具現化するか
など、あらゆる判断を桐迫さんら若手メンバー主
導で行い、デザイン、設計、契約といった研究
者にはなじみの薄い仕事にも関わった。「普段と
はかなり毛色の違う仕事でしたが、『これは自分
にとってチャンスに違いない』と思って頑張りまし
た」
　この新しいチャレンジが、桐迫さんの研究開
発に対する考え方を大きく変えたという。
「研究以外の仕事を経験したことで、売れるモ
ノを作るためには、マーケティングの感覚を持っ
て仮説を立て、研究課題を設定し、成果を挙げ
ることが必要だと考えるようになりました。今後
は、製品の企画から販売までバリューチェーン
全体を見渡して研究開発に取り組んでいきたい
と思っています」
　学生時代は研究に没頭していたという桐迫さ
ん。「特に院生時代は、朝8時から夜10時ごろ
まで研究室にいました。有機化学に捧げた3年
間でしたね」と笑う。そんな思い出深い母校で学

ぶ後輩たちに、最後にこんなエールを送ってくれ
た。
「プロジェクト参加当初は、専門外の分野では
活躍できないと思っていました。しかし、研究者
のロジカルな思考は、デザインを具現化するとい
ったクリエイティブな場面でも案外役に立ちまし
た。自分を信じて挑戦し続けると、思わぬ成果
が得られます。可能性を信じて、何事にも飛び
込んでみてください」

2011年、東京理科大学理学部第一部応用化学科卒業。
2013年、東京理科大学総合化学研究科総合化学専攻

（現・理学研究科化学専攻）修士課程修了後、日本た
ばこ産業株式会社に入社。

桐迫瑛人（きりせこ・あきと）

およそ3分間の深呼吸とヒノキのさわやかな香りで爽
快な気分になる「kitoki」

研究室での様子

満員となった会場の様子地域の子ども達も多く来場（葛飾キャンパス）ステージでの発表（野田キャンパス）

ミス理科大コンテスト（神楽坂キャンパス）

あいさつをする松本学長

複数の画像から異常（がん）を検出する例 研究室にて

見

維持拡充資金（第二期）寄付者芳名
「維持拡充資金（第二期）」にご賛同いただき、ご寄付をたまわった方々のご芳名を掲載します。
今回は、2018年8月1日～ 10月31日までにご入金いただいた分です。
ご芳名は区分別・金額別・五十音順ですが、区分で重複する方はいずれか一つに掲載させていただきました。
累計は維持拡充資金(第二期)の寄付額です。

●入金額
（2018年8月1日～ 10月31日）
［個人］10,142,000円（78名）
［こうよう会］3,420,000円（72件）

［法人］163,000,000円（4社）

●2018年度 寄付総額
（2018年4月1日～ 10月31日）
［個人］44,541,000円 
［法人］186,200,000円

［団体］730,000円
［こうよう会］18,287,500円

問い合わせ先

寄付のお申し込みに
インターネットをご利用いただけます

クレジット決済での個人寄付の受け付けを行っています。
詳しくは本学ホームページ

（https://www.tus.ac.jp/bokin/）でご確認ください。

東京理科大学 募金事業事務室
〈TEL〉
〈e-mail〉

03-5228-8723
bokinjigyo@admin.tus.ac.jp

03-3260-4363〈FAX〉

悼
向山 光昭　
2018年11月17日逝去されました。

名誉教授、元教授（理学部第一部応用化学科）

武井 正昭

村田 良司

2018年12月1日逝去されました。

2018年12月4日逝去されました。

名誉教授、元教授（工学部第一部建築学科）

元教授（理工学部機械工学科）

R I D A I S A I

カレンダーご購入希望の方は
本学HP（https://www.tus.ac.jp/today/archive/calendar2019.html）をご覧ください。
※数に限りがありますので、お早めにお買い求めください。

https://portal.tus.ac.jp/centis/gakuhou_survey2019/
アンケート
回答フォーム
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クラブ活動を紹介！

競技を問わず自由にトレーニング。
パワーリフティングではジュニア日本新も！

第 18 回

0 1 0 2

典的な経済学は「人間は合理的に行動する」という仮定に基づいて考えら
れてきましたが、実際には、「感情」という必ずしも合理的ではないもの

に影響を受けています。そのような意思決定プロセスを、理系的アプローチによ
って解明しようとしているのが経営学研究科修士課程１年の仲里慎司さんです。
「人間とAIの違いから考えてみると、与えられたデータを全て取り込んで分析す
るAIは合理的で正確な決定を導き出すことができます。対して人間は、ヒューリ
スティックスと呼ばれる人間独自の情報の取捨選択を通じて意思決定をしていま
す。その時人間がどのように情報を抽出するかを実験し、そのデータを機械学習
のシステムに取り込んで意思決定の要因を探る研究をしています」
　実験では、株式投資を行う時に人間がどのような情報に注目して投資の判断を
しているのか、視覚情報や脳内の血中ヘモグロビン濃度などの生体情報を用いて
実証しようとしています。
「投資経験のある人とない人とに協力してもらい、株価情報を見ているときの視
線の動きをアイトラッカーというデバイスを使って調べます。経験者と比べて未
経験の人は視点が散漫で、株価に少しでも動きがあるとそのたびに反応してしま
いました。どのような情報に注目して意思決定をしているのかが興味深いところ

です」
　経営学・経済学というと日本では文系の学問と捉えられがちです
が、最先端のデータサイエンス的手法を用いるなど、学際的な研究
ができることがこの学問の魅力だと仲里さんは言います。
「経済学はもちろん、統計、心理学など幅広い領域を学べることに
純粋な喜びを感じています。そして、日常に溢れている意思決定に
ついて新たな発見があることが楽しく、その先を知りたいと思います」

き物には、ウイルスや細菌、がんなどから体を守るための免疫という仕
組みが備わっています。生命科学研究科博士後期課程3年の小池拓矢さ

んは、一度感染した病原体に再度感染しないよう、生涯にわたってその病原体を
“記憶”する「B細胞」について研究しています。
「病原体を記憶したB細胞は、その病原体が再び体内に入り込むと速やかに抗体
を分泌して病原体を排除することにより、私たちの体を守っています。昨年ノー
ベル生理学・医学賞を受賞された本庶佑博士の研究や『はたらく細胞』というア
ニメなどの話題から免疫細胞に興味を持った人もいるかもしれませんね」
　最近、記憶B細胞には、再感染すると瞬時に抗原特異性の高い抗体を分泌する
通常タイプ（タイプA）のほかに、少し遅れて抗原認識を変化させた抗体を作るタ
イプ（タイプB）という2種類があることが分かってきました。小池さんはその違
いがどのようにして生まれるのかを発見しました。「記憶B細胞の種類の違いは、
免疫の司令塔であるヘルパーT細胞がB細胞に指令を出すときの刺激の強さによ
るものだということを、独自の培養系を用いた実験により発見しました。タイプ
Bの記憶B細胞は一気に抗体を作ることはしませんが、B細胞自身の抗体遺伝子を
変異させることで、1回目の感染時とは異なる変異をした病原体も排除できる可
能性が考えられます」
　未だ分からないことの多い記憶B細胞ですが、そのメカニズムが明
らかになれば、さらに効果の高いワクチンの開発などが期待できます。
「記憶B細胞の研究は世界でとても進んでいるので、今後10年以
内にはその形成メカニズムは解明されるのではないかと考えていま
す。そのような研究分野に関わり、誰も分かっていないことを明ら
かにできるかもしれないということに大きなやりがいを感じます」

古 生

小池 拓矢さん（生命科学研究科 生命科学専攻 博士後期課程3年）仲里 慎司さん（経営学研究科 経営学専攻 修士課程1年）

Student 

ェイトトレーニング部の活動は、全員が同じ競技の
練習に励むほかの部活とはひと味違います。どんな

活動をしているのか、主将の石田典大さん（理学部第一部物
理学科3年）に聞きました。

「僕はパワーリフティングとウェイトリフティング
の大会に出場していますが、何の競技に取り組む

かは部員それぞれの自
由。自分の目標に向
かって自由にトレーニ
ングする部活です」
「ダイエットのために

入部した」という石田さんですが、パワーリフティングの実力
は学生トップレベル。昨年の全日本学生パワーリフティング
選手権大会男子83㎏級では、3 種目のうちスクワット種目
で250㎏をあげ、ジュニア日本記録を更新。トータルで3位
に入賞しました。
　一方、部長の小谷崇文さん（理学部第二部数学科 2 年）
が取り組むのは、パワーリフティングとボディービル。「トレ
ーニングメニューを変えて記録が急に伸びたり、食事を工夫
して減量に成功したりと、体の変化を感じられるのが楽しい
です」と部活の魅力を語ります。
　神楽坂キャンパスの部室には、トレーニングマシンやバー

ベルが並び、部員が
集まって練習に汗を
流しています。目標
が違っても、一緒に
練習することには大
きな意味があるそう。
「声を掛けてもらう
だけでも、一人でやるより力が出ます。仲間は大切です」と
石田さん。「ウェイトトレーニングには複雑な動きがなく、き
ちんと続ければ成果が出ます。運動経験の少ない人にもぜ
ひ仲間になってほしいですね」と話してくれました。

ウ

東京都新宿区神楽坂1-3  
東京理科大学  ☎03-3260-4271  
https://www.tus.ac.jp/
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2019 年度大学入試センター試験および東京理科大学入学試験の実施に伴い、試験を支障な
く実施するため、試験場となる神楽坂キャンパス、葛飾キャンパス、野田キャンパスで、構内の
立入制限が実施されますので、ご協力をお願いします。構内立入制限の場所・日時については、
ホームページおよび学内掲示によりご案内します。

入学試験期間中の
構内立入制限について

（お知らせ）
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